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衆
議
院
議
員
高
井
美
穂
君
提
出
教
員
免
許
更
新
制
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

教
員
職
員
の
免
許
状
の
更
新
制
（
以
下
「
教
員
免
許
更
新
制
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
は
、
衆
議
院
教
育
再
生
に
関
す
る

特
別
委
員
会
に
お
け
る
学
校
教
育
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
、
地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す
る
法
律
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
及
び
教
育
職
員
免
許
法
及
び
教
育
公
務
員
特
例
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
に
対
す
る
附
帯
決

議
（
以
下
「
附
帯
決
議
」
と
い
う
。
）
等
を
踏
ま
え
、
こ
れ
ま
で
大
学
及
び
教
育
委
員
会
等
を
対
象
と
し
た
説
明
会
の
開
催

、
広
報
用
資
料
の
作
成
及
び
配
布
、
文
部
科
学
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お
け
る
情
報
の
掲
載
等
を
通
じ
て
周
知
を
図
っ
て
き
た

と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
今
後
と
も
一
層
の
周
知
を
図
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
、
引
き
続
き
こ
れ
ら
の
取
組
を

進
め
て
ま
い
り
た
い
。

二
及
び
九
に
つ
い
て

免
許
状
更
新
講
習
に
係
る
費
用
負
担
の
在
り
方
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
文
部
科
学
省
に
お
い
て
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。
な
お
、
お
尋
ね
の
受
講
費
の
額
に
つ
い
て
は
、
免
許
状
更
新
講
習
を
行
う
大
学
等
が
、
そ
れ
ぞ
れ
免
許
状
更
新
講
習

の
実
施
に
必
要
な
額
を
定
め
る
も
の
で
あ
り
、
文
部
科
学
省
と
し
て
、
そ
の
額
を
示
す
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。

一



三
に
つ
い
て

教
育
職
員
免
許
法
及
び
教
育
公
務
員
特
例
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
九
年
法
律
第
九
十
八
号
。
以
下
「
改
正

法
」
と
い
う
。
）
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
教
育
職
員
免
許
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
四
十
七
号
）
第
九
条
の

二
第
三
項
の
規
定
及
び
改
正
法
附
則
第
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
免
許
状
更
新
講
習
を
受
講
す
る
こ
と
が
で
き
る
期
間

が
二
年
以
上
あ
る
こ
と
か
ら
、
お
尋
ね
の
臨
時
教
員
で
免
許
更
新
時
期
を
迎
え
る
者
に
つ
い
て
特
別
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と

は
考
え
て
い
な
い
。

四
に
つ
い
て

教
育
職
員
が
免
許
状
の
失
効
に
よ
り
失
職
す
る
場
合
、
当
該
教
育
職
員
は
、
任
命
権
者
の
処
分
を
要
す
る
こ
と
な
く
、
当

然
に
そ
の
職
を
失
う
こ
と
と
な
る
。

五
に
つ
い
て

改
正
法
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
教
育
職
員
免
許
法
第
九
条
の
二
第
五
項
の
規
定
及
び
改
正
法
附
則
第
二
条
第
四

項
の
規
定
に
よ
り
、
免
許
管
理
者
は
、
免
許
状
を
有
す
る
者
が
や
む
を
得
な
い
事
由
に
よ
り
免
許
状
の
有
効
期
間
の
満
了
の

日
又
は
修
了
確
認
期
限
ま
で
に
免
許
状
更
新
講
習
の
課
程
を
修
了
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
免
許

二



状
の
有
効
期
間
を
延
長
し
、
又
は
そ
の
者
の
修
了
確
認
期
限
を
延
期
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

六
に
つ
い
て

文
部
科
学
省
に
お
い
て
は
、
免
許
状
更
新
講
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発
委
託
事
業
に
よ
り
、
へ
き
地
に
お
け
る
講
習
や
通
信
に

よ
る
講
習
を
含
め
、
免
許
状
更
新
講
習
の
実
施
に
伴
う
諸
課
題
に
つ
い
て
研
究
を
行
い
、
そ
の
成
果
を
大
学
そ
の
他
の
関
係

者
に
提
供
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
と
も
、
こ
れ
ら
の
取
組
等
を
通
じ
て
、
へ
き
地
そ
の
他
地
方
に
勤

務
す
る
教
育
職
員
を
含
め
、
そ
の
居
住
地
の
違
い
に
か
か
わ
ら
ず
免
許
状
更
新
講
習
を
受
講
す
る
機
会
が
十
分
に
確
保
さ
れ

る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
た
い
。

七
に
つ
い
て

教
員
免
許
更
新
制
の
施
行
時
期
を
延
期
す
る
こ
と
は
、
考
え
て
い
な
い
。
文
部
科
学
省
と
し
て
は
、
引
き
続
き
教
員
免
許

更
新
制
の
周
知
を
図
る
な
ど
必
要
な
準
備
を
行
い
、
そ
の
円
滑
な
導
入
に
万
全
を
期
し
て
ま
い
り
た
い
。

八
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
現
職
研
修
と
免
許
状
更
新
講
習
と
の
整
合
性
の
確
保
、
特
に
十
年
経
験
者
研
修
の
在
り
方
」
に
つ
い
て
は
、

附
帯
決
議
等
を
踏
ま
え
、
現
在
、
文
部
科
学
省
に
お
い
て
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
、
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
て

三



都
道
府
県
教
育
委
員
会
等
に
対
す
る
指
導
そ
の
他
必
要
な
取
組
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
。

四


